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（概要） 

 フィリピンのミンダナオ島にあるパーカー火山（Quilalang et al., 2016），霧島新燃岳，阿蘇火山の

杵島岳から採取された炭化木片，フィリピン・ルソン島のサンパブロ火山群の湖底堆積物（中西ほ

か，2017；山田ほか，2017），雲仙普賢岳起源の降下火山灰が堆積した唐戸（からこ）低地やアリ

ューシャン列島のアダック島の泥炭コア試料（野口ほか，2017）の植物片の放射性炭素年代を測定

した．それぞれの火山の噴火年代を詳細に検討する材料が得られた．今後，既報の年代値との整合

性などを中心に検討する．その際，テフラ層序や地形の関係などを十分に踏まえて，より詳細に検

討することにしている．その結果は，「火山」や「第四紀研究」などの学会誌で公表していく． 
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 （1 行あける） 

１．目的 

 原子力発電の安全対策としてカルデラ火山のモニタリングがなされている．このモニタリングは，地球

物理学的なものが中心であり，どれも現在活動している後カルデラ火山（桜島などの小型成層火山）に関す

るものである．しかし，これらの施設に影響を及ぼす噴火は，後カルデラ火山でおこるような噴火ではなく，

カルデラを形成するような大規模火砕流（カルデラ噴火）である．この研究では，カルデラ噴火と後カルデ

ラ火山の活動との時空関係を検討する上で不可欠な年代決定を行う．また，火山噴火の年代は，火山活動史

や地形発達の編年だけでなく，環境変遷や文明の盛衰の復元にも重要である．環太平洋における火山（日本，

フィリピン，インドネシア，アリューシャン列島など）について取り扱い，カルデラ噴火を中心に環境変遷

や文明の盛衰へのインパクトを編年学的に明らかにすることを目的とする．  
 

２．方法 

 日本，フィリピン，米国の共同研究者と現地調査を実施し，福岡大学理学部において採取した試

料について化学処理を行い，測定用グラファイトを調製する．そのグラファイトを東濃地化学セン

ターへ送付してペレトロン年代測定装置により 14C 濃度測定を NIST 標準試料（シュウ酸）やバックグラ

ウンド試料（IAEA C1）と共に行い，14C 年代を算出した．なお，前処理のバックグラウンドを確認するた

めに約 8.7 万年前の阿蘇 4 火砕流堆積物（Aso-4）中の埋没樹木から調製したグラファイトも測定した． 
 

３．結果及び考察 

 パーカー火山 3 点，サンパブロ火山群 6 点，霧島新燃岳 2 点，阿蘇杵島岳 1 点，雲仙普賢岳 6 点，

アダック島 1 点の計 19 点の放射性炭素年代を得た．なお，Aso-4 については 56,505±3319 BP が得ら

れており，バックグラウンドは十分低いものと評価できる．予察的な論文は，一部，公表しており，今後，

得られた年代値を加えた論文を準備していく予定である． 
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